
令和７年度 部会報告（就労支援部会） 

 

１ 令和７年度の取り組みの方向性 

 令和７年１月の部会で、令和７年度に実施する取り組みを以下のとおり整理した。 

 ・研修 

「現場スタッフのスキルアップ研修（事例検討）」 

「就労のアセスメント方法、就労選択に係る制度について」 

 ・情報共有 

  「利用者確保や利用者への向き合い方」 

「事業形態に応じた悩みの解決」など 

 ・事業所等見学 

その他、令和７年度から開始される就労選択支援に向けて、他部会との連携を検討していきたい。 

 

 

２ 開催実績  

回 開催日 実施内容概要 参加数 

１ 令和 7 年 5 月 16 日 

・令和７年度就労支援部会開催内容の説明 

・情報交換会 

①事業所内で個別支援のスキル向上のために行っていること 

②一般就労に繋げる支援について 

③工賃向上のために事業所で行っていること 

④利用者確保のために事業所で行っていること 

29 人 

２ 令和 7 年７月 14 日 
・事例検討会 

 「利用者への個別支援の取り組み方について」 
39 人 

３ 令和 7 年９月 11 日 
・研修会（十勝障がい者就業・生活支援センターだいち共催） 

 「就労選択支援 startup セミナー」 

109 人 

（35 人※） 

４ 令和 7 年 12 月 14 日 

・事業所見学 

（とかちアークキッチン食品加工場（ぐるめの杜） 

①とかちアークキッチン設立経緯 

②就労 A の取り組み 

③食品加工場の取り組み 

④食品加工場見学 

28 人 

５ 令和８年３月９日 
・就労選択支援の実践報告会 

・今年度の取り組みと次年度に向けて（アンケート結果報告） 
29 人 

※うち就労支援部会の構成員数 

 

３ 解決すべき課題 

〈就労支援部会として〉 

・参加率が低く、約 1/3 である。（各回 20事業所程度、案内送付は約 60事業所） 

・提供サービス種別にかかわらず、みんなで課題を考えたい人と、B型事業所はB型事業所同士でなど

の提供サービスで分かれて課題を考えたい人という分かれ方になっている。 
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〈地域課題として〉 

・新規事業所が把握できず、地域のつながりが希薄になっている。 

・利用者に「就労選択支援を受けさせたい」と考えている支援員があまりいない。 

・これまで就労選択支援がなくてもやってこられたから、イメージがついていない可能性がある。 

・事業所運営をして行く中で、就労移行や A型だけの運営は経済的な面で困難であり、B型事業所の運

営をしないと事業継続が難しい。 

・A型事業所が終着点として捉えられることが多く、A型事業所での就労支援はあまりない。 

・近年の特別支援校の生徒において、一般就労を希望する数は少なくなっており、B型事業所の利用の

希望が多くなっている。就労選択支援を利用する必要があるケースが増えることとなるが、現状受けら

れるかどうかが課題。 

・令和 9年からは就労選択支援の対象となる範囲も拡大される。質を保つのが困難になり、数だけこな

すことになるのではという懸念がある。 

 

４ 実施・解決できたこと 

【研修】 

・「現場スタッフのスキルアップ研修（事例検討）」 

 第２回で実施した事例検討会では、２件の事例について 2 グループに分かれて事例検討を行った。 

 発表者も含め参加者からは、自身の視点になかったことが聞けたことや、他の事業所の意見を聞け

たこと、実際の事例を聞けたことが良かったなどの声があった。 

 発表者にとっては、自身のケースについて改めて考えることで、状態や課題の認識を深め、支援の

方法を考えるきっかけとなったことが伺えた。また、参加者は、他の事業所や他職種の視点・考え方

を聞くことが出来、学びにつながったことが伺えた。 

 

・「就労のアセスメント方法、就労選択に係る制度について」 

第３回で実施した研修会では、就労選択支援に関する研修を行った。 

 さぽーとひろば（小樽）とのいける（石狩）から、就労選択に関する現状や今後の展望を聞くこと

ができた。その後、上記 2 者と十勝きずな、十勝障がい者総合相談センター、十勝障がい者就業・生

活支援センターだいちの合計 5 者でパネルディスカッションがあった。 

 当研修において、就労選択支援に対する理解が深まった。また、一般就労の支援の考え方のみなら

ず、意思決定支援の重要さを改めて確認する事ができ、アセスメントの行い方を改めて考える機会と

なった。 

 

【情報共有】 

・「利用者確保や利用者への向き合い方」、「事業形態に応じた悩みの解決」など 

 第１回で実施した情報交換会では、下記の 4 つのテーマについてワールドカフェ形式に近い形で実施

した。（①事業所内で個別支援のスキル向上のために行っていること、②一般就労に繋げる支援につい

て、③工賃向上のために事業所で行っていること、④利用者確保のために事業所で行っていること） 

 事業所同士で悩みや課題感の共有ができ、他事業所の取り組みや状況、支援実態を知ることで、自事

業所での取り組みの参考として活用できる内容の話題もあがっていた。また、開催方法の新鮮さや、他

事業所との交流による横のつながりの形成という面でも効果的であった。 

  

 

 



【企業見学】 

・第４回では、とかちアークキッチン食品加工場 ぐるめの杜の見学を行った。 

 見学は、とかちアークキッチン設立経緯、就労 A の取り組み、食品加工場の取り組みの 3 つのテーマ

の事前説明を、とかちアークキッチンと(株)山本忠信商店の担当者より行った。その後、食品加工場の

様子を実際に見学した。 

 普段見ることが出来ない、他事業所の実際の作業の様子を見ることができ、参考になったとともに、

自事業所の課題を考えることができる内容だった。また、事前説明の際に地域としての課題感について

話題があり、地域課題を考える機会にもなった。 

 

５ 実施・解決できなかったこと 

・相談支援部会とのコラボ 

 第 3回の研修会では、相談支援部会も参加していたが、コラボ実施ではなかった。実際に相談支援部

会と意見交換などができる形式でコラボ開催を検討する。就労選択支援の実情については、第 5回で実

施した実践報告会を踏まえて、サービスが安定的に供給されるようになってから改めて触れることでよ

り有意義な意見交換ができると考えられるため、令和 9年度以降に取り扱うことを検討する。 

 

 令和 7 年度は、主に新制度の理解、人員強化、事業所間の情報共有の 3 本の軸で取り組んだ。しか

し、一般就労や自立に関する課題（利用者のニーズ把握・スキルアップ、事業所外での支援の把握・理

解など）や、制度理解の課題（利用者や支援員等の新制度の理解度、既存制度の運用など）など、就労

に関する地域課題は多岐にわたって存在しており、就労支援部会としてはまだ取り組めていない課題も

多い。 

今後の実施内容については今年度同様に情報交換、事例検討、企業見学、研修会の実施を希望する声

は上がっているが、まずは改めて就労における地域課題について、サービス種別にかかわらず共通の認

識を持つ必要がある。そのうえで、諸課題の解決・改善に向けて就労支援部会の構成員が主体的な取り

組みができるように就労支援部会を運営していく。 

 

６ 令和８年度の取り組みの方向性 

 令和 8 年 3 月の運営会議を踏まえ、令和 8 年度の取り組みを以下のとおり整理した。 

 実施内容 

 ・研修会 

  「就労支援に関する研修」 

 ・事例検討 

  「多職種がかかわる事例について」 

 ・事業所等見学 

 ・帯広市職場体験実習について（事例紹介、報告等） 

 事例検討については、相談支援部会とコラボ開催で内容を深めたいという声もあった。 

 

 


